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AIAA TCCS 会議にテレコンで出席して 

 
NICT/JFSC 飯田尚志 

 
AIAA の TCCS (Technical Committee on Communications System)会議が，2009 年
1 月 5 日午前 9:00（米東部標準時）から，フロリダ州オーランドの Marriott World Center
で開催された。今回，我が国からは出張者がいなかったため，テレコンで出席することと
し，情報通信研究機構（NICT）の私の部屋に福地一，鈴木良昭，門脇直人の各委員と私が
１月５日の午後 11 時(日本標準時)に集合し，テレコンで参加した。電話を掛け，指定の
pass code を入力することによりトラブルもなく会議に入ることができた。NICT の部屋
に集まったのは，個人でテレコンで参加するよりも情報交換が容易であるためより充実し
た会議となると思われたからである。 
 
TCCS は，Klein-Lebbink 委員長，Sakarya 書記，
Butash 委員，Elizondo 委員，Osborn 委員はじめ
テレコン参加の Curtin 委員，Pelton 委員，Smith 
委員が参加し，我が国からは上記４委員が参加した。
議事を右表に示す。2.A.a 項の ICSSC-2009 につ
いては Butash 委員から説明があった。同会議は
2009 年６月１～４日に英国エジンバラで開催さ
れる予定で，アブストラクトの締め切りが１月１２
日と設定されていたが，集まりが悪いので，２週間
程度締め切りを延期することが話し合われた（実際，
締め切りは１月２６日設定された）。 
 
２.A.b 項の ICSSC-2010 については，委員長を誰
にするか具体的名前を挙げて議論になったが，幹事
会社がどこになるかによって決められるものであるので，議論だけに終わった。また，例
年行っているように他の委員会と共催にすることも議論された。 
 
２.A.c 項の ICSSC-2011 については，福地委員から文末に示した資料の p.6 を使って説
明をした。ここで，Butash 委員及び Klein-Lebbink 委員長から．ICSSC-2011 についてオ
ーストラリアの観光旅行省が興味を持っている旨の話があった。日本側としては初めて聞
く話であるので，後日日本側の実行委員長である福地委員に Klein-Lebbink 委員長から
e-mail で詳しい連絡してもらうこととした。2.C 項の Japan Forum の活動については私
から文末の資料を使って説明をした。2.E 項の Awards については Smith 委員から報告が
あったが，３名の候補者の中から１名を AIAA に提案するとのことであった。その他，特
に，問題となるような事項はなく，午前 10:30 （米東部標準時）に終了した。日本時間で
は午前 00:30 であり，まだ，終電車にはぎりぎりではあるが間に合う時刻であったので，
幸いであった。 

Agenda Item 
1.Introductions, approval of minutes 
2.TCCS Subcommittee Reports 

A. Conference Subcommittees 
a. ICSSC-2009 
b. ICSSC-2010 
c. ICSSC-2011 

B. Steering 
C. Japan Forum 
D. Web Committee 
E. Awards 
F. ICSSC Steering Committee 

3. Treasurers Report 
4. TCCS Any Other Business 
5. Next Meeting 
6. Adjourn 
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TCCS 配付資料：AIAA-JFSC 2008 年の活動 
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